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（
銀
行
業
高
度
化
等
会
社
を
子
会
社
と
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
の
認
可
の
申
請
等
）

第
十
七
条
の
五
の
二

銀
行
は
、
当
該
銀
行
又
は
そ
の
子
会
社
が
合
算
し
て
銀
行
業
高
度
化
等
会
社
の
議
決
権
を
そ

の
基
準
議
決
権
数
を
超
え
て
取
得
し
、
又
は
保
有
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認

可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
て
金
融
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

理
由
書

二

当
該
銀
行
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
面

イ

最
終
の
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
株
主
資
本
等
変
動
計
算
書
そ
の
他
最
近
に
お
け
る
業
務
、
財
産
及

び
損
益
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
書
面

ロ

当
該
認
可
後
に
お
け
る
収
支
の
見
込
み
を
記
載
し
た
書
面

ハ

株
式
交
換
に
よ
り
当
該
銀
行
又
は
そ
の
子
会
社
が
合
算
し
て
銀
行
業
高
度
化
等
会
社
の
議
決
権
を
そ
の
基

準
議
決
権
数
を
超
え
て
取
得
し
、
又
は
保
有
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
面

株
主
総
会
の
議
事
録
そ
の
他
必
要
な
手
続
が
あ
つ
た
こ
と
を
証
す
る
書
面

株
式
交
換
契
約
の
内
容
を
記
載
し
た
書
面

株
式
交
換
費
用
を
記
載
し
た
書
面

三

当
該
銀
行
及
び
そ
の
子
会
社
等
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
面

イ

当
該
銀
行
及
び
そ
の
子
会
社
等
に
つ
き
連
結
し
て
記
載
し
た
最
終
の
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
株
主

資
本
等
変
動
計
算
書
そ
の
他
こ
れ
ら
の
会
社
の
最
近
に
お
け
る
業
務
、
財
産
及
び
損
益
の
状
況
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
書
面

ロ

当
該
認
可
後
に
お
け
る
当
該
銀
行
及
び
そ
の
子
会
社
等
（
子
会
社
等
と
な
る
会
社
を
含
む
。）の
収
支
及
び

連
結
自
己
資
本
比
率
の
見
込
み
を
記
載
し
た
書
面

四

当
該
認
可
に
係
る
銀
行
業
高
度
化
等
会
社
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
面

イ

名
称
及
び
主
た
る
営
業
所
又
は
事
務
所
の
位
置
を
記
載
し
た
書
面

ロ

業
務
の
内
容
及
び
当
該
業
務
を
遂
行
す
る
体
制
を
記
載
し
た
書
面

ハ

最
終
の
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
株
主
資
本
等
変
動
計
算
書
そ
の
他
最
近
に
お
け
る
業
務
、
財
産
及

び
損
益
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
書
面

ニ

役
員
（
役
員
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
職
務
を
行
う
べ
き
者
を
含
む
。）の
役
職
名
及
び
氏
名
又
は
名

称
を
記
載
し
た
書
面

五

当
該
認
可
に
係
る
当
該
銀
行
又
は
そ
の
子
会
社
が
合
算
し
て
銀
行
業
高
度
化
等
会
社
の
議
決
権
を
そ
の
基
準

議
決
権
数
を
超
え
て
取
得
し
、
又
は
保
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
銀
行
又
は
そ
の
子
会
社
が
国
内
の
会
社
の

議
決
権
を
合
算
し
て
そ
の
基
準
議
決
権
数
を
超
え
て
保
有
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
に
は
、
当
該
国
内
の
会
社
の

名
称
及
び
業
務
の
内
容
を
記
載
し
た
書
面

六

そ
の
他
次
項
に
規
定
す
る
審
査
を
す
る
た
め
参
考
と
な
る
べ
き
事
項
を
記
載
し
た
書
面

２

金
融
庁
長
官
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
の
申
請
が
あ
つ
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
か
ど

う
か
を
審
査
す
る
も
の
と
す
る
。

一

当
該
申
請
を
し
た
銀
行
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
申
請
銀
行
」
と
い
う
。）の
資
本
金
の
額
が
当
該
申
請
に

係
る
銀
行
業
高
度
化
等
会
社
の
議
決
権
を
取
得
し
、
又
は
保
有
す
る
に
足
り
る
十
分
な
額
で
あ
る
こ
と
。

二

当
該
申
請
に
係
る
銀
行
業
高
度
化
等
会
社
に
対
す
る
出
資
が
全
額
毀
損
し
た
場
合
で
あ
つ
て
も
、
申
請
銀
行

及
び
そ
の
子
会
社
等
（
当
該
認
可
に
よ
り
子
会
社
等
と
な
る
会
社
を
除
く
。）の
財
産
及
び
損
益
の
状
況
が
良
好

で
あ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
。

三

申
請
銀
行
の
最
近
に
お
け
る
業
務
、
財
産
及
び
損
益
の
状
況
が
良
好
で
あ
る
こ
と
。

四

当
該
申
請
の
時
に
お
い
て
申
請
銀
行
及
び
そ
の
子
会
社
等
の
収
支
が
良
好
で
あ
り
、
か
つ
、
申
請
銀
行
又
は

そ
の
子
会
社
が
合
算
し
て
当
該
認
可
に
係
る
銀
行
業
高
度
化
等
会
社
に
つ
い
て
そ
の
基
準
議
決
権
数
を
超
え
る

議
決
権
を
取
得
又
は
保
有
し
た
後
も
良
好
に
推
移
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
。

五

当
該
認
可
に
係
る
銀
行
業
高
度
化
等
会
社
が
そ
の
業
務
を
的
確
か
つ
公
正
に
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
。

六

申
請
銀
行
又
は
そ
の
子
会
社
が
合
算
し
て
当
該
認
可
に
係
る
銀
行
業
高
度
化
等
会
社
の
議
決
権
を
そ
の
基
準

議
決
権
数
を
超
え
て
取
得
し
、
又
は
保
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
申
請
銀
行
の
営
む
銀
行
業
の
高
度
化
又
は
申
請

銀
行
の
利
用
者
の
利
便
の
向
上
に
資
す
る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
。

（
銀
行
に
よ
る
銀
行
グ
ル
ー
プ
の
経
営
管
理
の
内
容
等
）

第
十
七
条
の
五
の
三

法
第
十
六
条
の
三
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
方
針
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、

次
に
掲
げ
る
方
針
と
す
る
。

一

銀
行
グ
ル
ー
プ
（
法
第
十
六
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
銀
行
グ
ル
ー
プ
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
収
支
、

資
本
の
分
配
及
び
自
己
資
本
の
充
実
に
係
る
方
針
そ
の
他
の
リ
ス
ク
管
理
に
係
る
方
針

二

災
害
そ
の
他
の
事
象
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
銀
行
グ
ル
ー
プ
の
危
機
管
理
に
係
る
体
制
の
整
備
に
係
る

方
針

２

法
第
十
六
条
の
三
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
体
制
は
、
当
該
銀
行
に
お
け
る
当
該
銀
行

グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
会
社
の
取
締
役
、
執
行
役
、
業
務
を
執
行
す
る
社
員
、
会
社
法
第
五
百
九
十
八
条
第
一
項
の

職
務
を
行
う
べ
き
者
そ
の
他
こ
れ
ら
の
者
に
相
当
す
る
者
及
び
使
用
人
の
職
務
の
執
行
が
法
令
に
適
合
す
る
こ
と

を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
と
す
る
。

３

法
第
十
六
条
の
三
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
当
該
銀
行
グ
ル
ー
プ
（
再
建
計

画
（
業
務
の
運
営
又
は
財
産
の
状
況
に
関
し
改
善
が
必
要
な
場
合
に
お
け
る
銀
行
グ
ル
ー
プ
の
経
営
の
再
建
の
た

め
の
計
画
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
策
定
が
必
要
な
も
の
と
し
て
金
融
庁
長
官
が
指
定
し
た
も

の
に
限
る
。）の
再
建
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
適
正
な
実
施
を
確
保
す
る
こ
と
と
す
る
。

第
十
七
条
の
六
の
見
出
し
中
「
第
十
六
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
十
六
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項

中
「
第
十
六
条
の
三
第
二
項
」
を
「
第
十
六
条
の
四
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
の
七
第
一
項
中
「
第
十
六
条
の
三
第
二
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
十
六
条
の
四
第
二
項
た
だ
し
書
」
に
改

め
る
。

第
十
七
条
の
七
の
二
第
一
項
中
「
第
十
六
条
の
三
第
四
項
第
一
号
」
を
「
第
十
六
条
の
四
第
四
項
第
一
号
」
に
改

め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
六
条
の
三
第
四
項
第
五
号
」
を
「
第
十
六
条
の
四
第
四
項
第
五
号
」
に
改
め
、
同
条
第

三
項
中
「
第
十
六
条
の
三
第
四
項
第
六
号
」
を
「
第
十
六
条
の
四
第
四
項
第
六
号
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
の
七
の
三
中
「
第
十
六
条
の
三
第
八
項
」
を
「
第
十
六
条
の
四
第
八
項
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
中
「
組
織
」
の
下
に「（
当
該
銀
行
が
他
の
銀
行
又
は
銀
行
持
株
会
社
の
子
会
社

で
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
銀
行
の
子
会
社
等
（
法
第
二
十
一
条
第
一
項
前
段
に
規
定
す
る
説
明
書
類
の
内
容

に
重
要
な
影
響
を
与
え
な
い
子
会
社
等
を
除
く
。）の
経
営
管
理
に
係
る
体
制
を
含
む
。）」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
ロ

中
「
第
二
十
二
条
第
九
号
及
び
第
二
十
二
条
の
二
第
九
号
」
を
「
第
二
十
二
条
第
一
項
第
九
号
及
び
第
二
十
二
条

の
二
第
一
項
第
九
号
」
に
改
め
る
。

七

申
請
銀
行
の
業
務
の
状
況
に
照
ら
し
、
申
請
銀
行
又
は
そ
の
子
会
社
が
合
算
し
て
当
該
認
可
に
係
る
銀
行
業

高
度
化
等
会
社
の
基
準
議
決
権
数
を
超
え
る
議
決
権
を
取
得
し
、
又
は
保
有
し
た
後
も
、
申
請
銀
行
の
業
務
の

健
全
か
つ
適
切
な
運
営
に
支
障
を
来
す
著
し
い
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

八

申
請
銀
行
又
は
当
該
認
可
に
係
る
銀
行
業
高
度
化
等
会
社
の
顧
客
に
対
し
、
申
請
銀
行
の
銀
行
と
し
て
の
取

引
上
の
優
越
的
地
位
又
は
当
該
銀
行
業
高
度
化
等
会
社
の
業
務
に
お
け
る
取
引
上
の
優
越
的
地
位
を
不
当
に
利

用
し
て
、
申
請
銀
行
の
業
務
に
係
る
取
引
の
条
件
若
し
く
は
実
施
又
は
当
該
銀
行
業
高
度
化
等
会
社
の
業
務
に

係
る
取
引
の
条
件
若
し
く
は
実
施
に
つ
い
て
不
利
益
を
与
え
る
行
為
が
行
わ
れ
る
著
し
い
お
そ
れ
が
な
い
と
認

め
ら
れ
る
こ
と
。

九

申
請
銀
行
又
は
当
該
認
可
に
係
る
銀
行
業
高
度
化
等
会
社
が
行
う
取
引
に
伴
い
、
申
請
銀
行
又
は
当
該
銀
行

業
高
度
化
等
会
社
が
行
う
業
務
に
係
る
顧
客
の
利
益
が
不
当
に
害
さ
れ
る
著
し
い
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ

る
こ
と
。

３

前
二
項
の
規
定
は
、
法
第
十
六
条
の
二
第
八
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
認
可
（
銀
行
又
は
そ
の
子
会
社
が
合

算
し
て
そ
の
基
準
議
決
権
数
を
超
え
て
取
得
し
、
又
は
保
有
す
る
こ
と
と
な
つ
た
銀
行
業
高
度
化
等
会
社
の
議
決

権
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
そ
の
基
準
議
決
権
数
を
超
え
て
保
有
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
認
可
に
限
る
。）に
つ
い
て

準
用
す
る
。

４

第
一
項
の
規
定
は
、
法
第
十
六
条
の
二
第
十
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

５

法
第
二
条
第
十
一
項
の
規
定
は
、
第
一
項
（
前
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
項
第
四
号
、

第
六
号
及
び
第
七
号
並
び
に
第
三
項
に
規
定
す
る
議
決
権
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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